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朝比奈ミカ



本人との援助
関係の構築①

「援助関係はケースワークという臨床過程そのもの
に流れをつくる水路である」(Biestek)

信頼関係の構築に向けて

①ともに存在する時間と空間を大切にする

②ありのままを受け止める

③感情にアプローチする

④面接を活用する

⑤協働作業を大切にする



本人との援助
関係の構築②

援助関係を活かした支援

①支援員との関係のなかで自分の「居場
所」を確保する

②現実を直視するための要件とする

③変化に必要な力を高める

④自己決定の基盤となる安心を提供する

⑤感情表現を促して主体性を喚起する

⑥考えを深める面接過程を大切にする



本人の力を
引き出す支援
①

ニーズの充足や問題解決の主体を本人におく

本人の気づきを促す

①自分自身の感情に気づく

②自分の社会関係に気づく

③問題発生のメカニズムに気づく

④自分の長所や強み（ストレングス）に
気づく



本人の力を
引き出す支援
②

本人の力を活かした支援

①具体的に「できること」から始める

②前向きな「変化」を評価する

③できることの「連鎖」を意識する



本人の力を
引き出す支援
③

本人が決めるプロセスを支える

①本人が決めるための環境を整える

②関係づくりから自己決定につなげる

③周囲との相互作用関係のなかで自己決定を促す

④「揺れ」に付き合う

⑤自己決定の「あと」を担保する

⑥本人の側に立ち代弁することで「自己決定」を
支える



相談面接の
意義と目的

相談支援における面接とは、ある一定の状

況下において支援員と本人とが特定の目的

をもって実施する相互作用のプロセスであ

り、両者間に結ばれる援助関係を基軸とし

て展開されるもの。



相談面接の
３つの目的

援助関係の形成
受容、個別化、非審判的態度

情報収集
客観的事実、主観的事実

問題解決
支援員と本人の関係性を基軸として、本
人自身が自分の問題について洞察を深め、
新たな「気づき」を得ながら問題への対
処能力や解決能力を高める



相談面接の
方法

面接室や相談室といった面接相談専用
の空間で行われる「相談面接」

本人の生活場面で行われる「生活場面
面接」



コミュニケー
ションとは

ラテン語でコミュニカーレ＝「分かち合
い」

人間が意思や感情などを相互に伝え合うこ
と

私たちは日々いろいろな手段を使って気持
ち・考え・感じたことなどを相手に伝え
「表出」、相手から受け取って理解してい
る「受容」



双方向性

信頼関係

発 信
「お茶飲みたい！」

受 信
喉が乾いたのかな？

発 信
「お茶どうぞ！」

受 信
おいしいなー
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コミュニケーションに大切なこと



「治療・援助におけるコミュニケーション」三輪書店2008山根寛
「子どもが象を初めて見たとき」から引用
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バーバルコミュニケーション と
ノンバーバルコミュニケーション

視覚情報
(Visual)

- 見た目・身だしなみ・
しぐさ・表情・視線

… 55%

聴覚情報
(Vocal)

- 声の質（高低）・速
さ・大きさ・テンポ

… 38%

言語情報
(Verbal)

- 話す言葉そのもの
の意味 …７%

… 7%
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実は、言語的な部分は1割にも満たない
ことばだけでは，7%しか相手に伝わらない

<http://www2.ocn.ne.jp/~honeybee/communication/tips/VerbalNonVerbal.html> から挿入

http://www2.ocn.ne.jp/~honeybee/communication/tips/VerbalNonVerbal.html


ことば（言語）によるメッセージの伝達は、直接であれ間接であれ、意味記号としての話

しことば（音声言語）によるものと、筆談や文字ボード、電子メールなどの文字すなわち書
きことば（文字言語）によるもの、そしてモールス符号や点字、手話のように一定のルール

によってことば（言語）の意味を表象する記号（表象されたことば）によるものがある。

意味記号としての言語以外のコミュニケーション（非言語コミュニケーション）は、「ことばの表情」「か

らだの表情」「物」などさまざまな要素が重なって、話し手の心のうちを言外に現しているもので、い
ずれも相対する者同士の五官（感覚受容器官）と感受される五感の生理的共通性を基盤に、類似

体験や共有体験があって、伝わる。

「治療・援助におけるコミュニケーション」三輪書店2008山根寛
コミュニケーション手段・方法:コミュニケーションの媒介から引用
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「治療・援助におけるコミュニケーション」三輪書店2008山根寛
コミュニケーション手段・方法:非言語メッセージ から 引用
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その人を理解
する

面接等による言葉のやりとりを通して

これまでの人生の道筋をたどることを通して

とりまく人たちの「語り」を通して

生活時間や生活行為をともにすることを通して

「感情」をもった私たちが働きかけることを通し
て



その人を取り
巻く状況を理
解する

身近にいる人たちのこと、相互の関わり

暮らしぶり、環境

地域社会の状況







私たちは、一時期にしか関われない
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まとめに
代えて

・自己決定は誰も代われないその人固有のもの、
その人の人生そのもの

・結果と同様に、プロセスが重要

・写し鏡として、社会への窓として、
伴走者として

・自己決定を支える孤立しない環境づくり

・「適切に自己を理解し、状況を認識する力」


